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Abstract
Magnetic susceptibility χ and e ectrical resistivity p as a functiOn Of temperature(T)on the
F2/m―type and 12/m―type V5Tee are reported  The T―dependence of the Curie―WVeiss lik  type
χ and the TV2_dependence of p are obser、ed in both type V5Tes, In the F2/m―type V5Te8,the
χ and ρ ―T curves show the silnilar behaviours tO those reported in V5S8 and｀ア5Ses With the
F2/m type structure The NOeltemperature in V5XS(X=S,Se,Te)inCreases in Order V5Se8,V
5Se andヽ「5TeB,M/hile the effective number of BOhr magnetons are nearly equal in ali materials
The magnetic properties obtained inヽ「5T are discussed on the basis of the itinerant feature in
3d electrOns onヽ/atom and the covalent character bet、veenヽ/and Te bond
1.`よじ め に
3d遷移金属元素Mのテルル化合物Ml δTe
の結晶構造 と磁性を主として δ=0.25(M3Te4)
の場合についてまとめたのが表 Iである。表か
らわかるように,Feの場合を除いて,大部分が
NiAs型構造を基本とする結晶構造をもつ。磁
性は,M=Sc,Ti,V,Mn,Fe,Co,NIの場合に
は常磁性や反強磁性であるのに対して,M=Cr
の場合には強磁性体である。このように,Cr_δ
Teは強磁性を出現する物質 としてカルコゲン
化合物の中での特異な存在である。現在まで,
Cri→Teに対する金属置換や非金属置換によ
る多くの研究1)が行われている。その一連の研
究の中で Vュ δTeによる磁気希釈系 として,
(Cri/Vァ)ュ→Te(δ=0.14)2)ゃ(cr1/V/)3
Te49が知られている。これらの系の磁気的性質
はV量の増加 とともに磁気相の変遷が観浪」さ
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れることが特徴である。その1つとして,磁気
的交換相互作用の変化がV原子の電子濃度効
果に起因していることが考えられる。したがっ
て,上記の磁気希釈系の磁性の変化を検討する
ためにも,Vl→Te系の磁性の特徴を調べてみ
ることは非常に興味ある問題である。
現在までのところ,Vとカルコゲン元素X=
S,Se,Teとの2元系化合物 Vl_δXは,パウリ
常磁性体や遍歴反強磁性体であり,その結晶構
造はNiAs型構造やNiAs型類似構造を持つこ
とが知られているユちVl_δX(X=SO,Se5っの
δ=0.375(V5X8)に対応する物質は,51vの
NMRの研究からスピンのゆらぎ理論6)によっ
て説明される典型的な遍歴反強磁性体であるこ
とがわかった。V5Te8は,徐冷した場合には空
間群F2/mの結晶構造を持ち,急冷した場合に
は空間群12/mの構造を持つの。この論文では,
これら2つのポリタイブについての磁気的,電
気的および結晶学的データを基にしてバナジウ
ムテルル化合物の磁気的,電気的性質を検討し
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